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含 量 を 吸光度 に よ り測 定 し，Amylose （Am ） A 【nylo ・

pectin （A ・P）be　T ・J．　SCHOCH 方法 で 分別した．澱粉 ，

Am ，　A ．　P の 濃度 と吸光度 とは BEER の 法則に 従 い ，

澱粳の 青 色度は Am 含量 ，
　 Am 平均鎖長 ，

　 A ．　P 匝鎖

部平均鎖長 に 影響 され る更に 5種澱粉 ，
Am ，　A ．P を

Bac．mesenteri ‘us α
一Amylase で 液化 し Blue→ Violet→

Purple→ Red → Brown → orange の 5 過程の 粘度を測定

しt 結果は 順次低下 し ， 吸収頂点 は順次短 波長側 に移

動 し，平均鎖長 は 5 種澱粉平均 し て 25→ 19→ 13→ 10→

7 とな り Am
，
　A ・P で も大体同様とな る．夂 AsP・us ・

amii 琉
一 1− 2 菌株の β

・Amylase で Am 及 び AP

の 糖 化 率 を測 定 し た結果 A 皿 で は95％以上 ，
Ap で は

70〜80％ 糖化 され た．然 し β
一Amylase 作用 L5 時間後

に b’
ac．　mesente 「icus　a “Amylase を 添加す る と Am で

は 分解率に 2 〜 3 ％ し か 差が な い が ， A．　P で は 弖O〜15

％糖化率が良好 となる．勿論 Am
，
　A ・P 混液 で もA ．　P

含量 の 多い 区分程 ， 夊澱粉で は A，P の 多い もの 程 β
一

Amylase 単独黷化 よ り1．5時間後 α
一Amylaseを 添加す

る 方が糖化率は良．好とな る、

4E．イオ ン交換樹脂の 醸造 工 業へ の 応用 に関

　　する研究　（第 8 報）

　　　　イオ ン 交換膜 に よ る ブ ド ウ酒 の 改艮 （其の 1）

　　　 山梨大 醗 研

　　　　　　　　　0 加賀美元男 ， 植松　昭 雄

　本実験 は Nalfilm 及 び Ambcrplex の 夫 々 陽 イ オ ン

並び に 陰 イ オ ン 交換膜を使用 し，ブ ドウ酒 の 呈味お よ

び 香 気 に 影 響 を お よ ぼ す酸度 の 調整を 行 うた め の 条件

を 調べ
， ま た ブ ドウ酒 の 溷 濁 の 原因をな して い る鉄 ，

銅等の 金属 イ オ ン を除去 し清 澄度を改良す る た めの 基

礎的 な実験 を 行 うと同 ｝塔に 金属 の 含有量 ， pH 等 に 対

す る 処理 の 影響に つ い て 試験 した の で ， それ等の 結果

に つ い て 報告す る．

46，醤油有機酸 に関す る研究　（第 1報）

　　　1．醤油 有機酸 の 定量 法

阪大 ， エ ， 醗 酵 ○上田　隆蔵，永井　史郎

　　　　　　　　　　　竜野醤油 森 口　繁弘

　醤油中の 有機酸は 呈味及 び芳香成分 と して重 要で あ

る事 は 論 を埃 t な い ．一
方 そ の 研究 に 関 し て は定性的

な もの が 多 くた だ 堀氏等が 詳細且 つ 系統 的 な報告を行

つ て い るが揮発酸 に 関 して は ふ れて い な い 。そ れ 故私

達は R ．M 照 く
1 の方法 1嘩 じて有機疎り分離憲鼠を

行 つ た．試料 と して醸造醤油，化学醤油各 1種を採 り，

T．一テ ル 抽出後 ，　シ リカ ゲ ル に よる Partition　 chre −

matography を行い ，
14個の peak を見幽し た．溶剤

系 は ク ロ ロ ホ ル ム ・ブ タ ノ ール で あ る．本法 で は 乳酸

と コ ハ ク酸 の分離が 不 可 能 な る故 ， 更に堀氏等の 方法

に 準じ て ， こ の 而酸 の 分離定量 を 行つ た．その 結果少

く共 15種 類 の 有 機 酸 が 存 在 す る と考 え られ る．有機酸

の 確認 法 と して は ， 先ず既知酸の Partition　chremato −

graphy を行 つ て ， そ の peak の 位置 と蟹油有機酸の

そ れ との
一致 よ り大略 の有機 酸 の 種類 を 推 察 し，更に

Paper　chromatography 及び その 酸特有 の 定牲反応に

よ り確認 を行つ た．

47．醤油有機酸に関す る研究　（算 2 報）

2．醤 油 申 の 有機酸 組 成

阪大 ， エ ， 醗 酵 上 田　隆蔵 ，O 永井　史郎

　　　　　　　　　　 竜 野 醤 油 森口 　繁弘

　第 1報の如き定量 法 で 醤油中の 有機酸を測定した．

試料と して 生場 醤油 ， 溜醤油 ， ア ミ ノ 酸分解液 ， 味液

及び市販醤油を用 い た e 生場醤油 の 場合 ， 量 的に 最 も

多い 乳 酸が全酸 の 82〜84％ ， 醋酸 は 8 ％その 他の 有機

酸は 何れ も 3 ％ 以下で あ つ た，溜醤油は成分的に は殆

んど普逓醸造麕油 と差異な きも， 只比較的高級な 脂肪

酸が少 く ， 又殆ん ど存在 しな か つ た ク エ ン 酸 ， リ ン ゴ

酸 が 存在 した事は 興味 あ る こ とで あ る．化学醤油 に於

て は既 に 堀氏等の 指摘 せ る如 く， レ ヴ ユ リ ン 酸が最 も

多 くて全酸 の80％ を 占め ， 醸造醤油に 比 して 揮発酸 々

量が相 当 多い こ とが分つ た．市販醤油 は相 当量の レ ヴ

ユ リ ン 酸が存在す る事か らして 醸 造醤油 と化学醤油の

混合に よ る もの が 殆 ん どで あ る こ とが分 つ た，

48。醤油中 の ア ミノ酸組域に関す る研究

　　　（錨 1翻）

　　（その 1）．グル タ ミン 酸 ， グ リシ ン ， イソ ロ イ

　　　　　　 シ ン ， ロ イシ ン ， リジ ン

阪大 ， 工 ， 醸 酵　O藤原　耕三 ， 田中　恵隆

　　　　　　　大阪女 子学園短大 藤 田　栄孑

　醤油申の ア ミ ノ 酸 に 関す る 研究 は旧 くは鈴木，麻生，

有働 ， 大村 ， 金子 ， 石田， 吉村諸氏の 業績 が あ る．し

か し 当時 に お い て は ア ミ ノ 酸の 定量 が 多種類 に亘 つ て

確立 され て い な か つ た為，多数の ア ミ ノ 酸に つ い て 検

討 され る に至 らな か つ た．戦後，微生物 に よ る ア ミ ノ

酸の宸量法 が発達し角甲氏等は この友法によっ て 17榎

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


